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倉敷天文豪の器械改装
　　　その他に就て（3）
小山秋雄
　4．器械に就て
　ヵルバ1反射鏡の器械部分に就v・ては何等文献がなv・様である・鏡の二三
は中村要氏が京都ブレテン90號に護表されてみる・
　（a）気無室屋根は東西に滑り下りる様になってみる三品では珍しい型であ
るが，東西爾側の夫々の壁の中聞に上下する分銅が吊るしてあって，それと
李均して屋根が開閉される諜であるが，分銅と屋根を結ぶ針金がよく悪くな
る．これは上り急に曲げ過ぎてあるさうで，針金がもxけて引掛り開閉が圓
滑を敏き，又伸びて充分に閉らす雨漏を來たす課である・よく故障を起し室
回するが，調子のよい時は輕く動き一，二分で開閉する．
　床は今迄土足で上がってみたが，埃の爲赤道儀の三二部分に故障を來たす
ので，上敷が敷かれ履物は全部脱いで参槻してもらふ事になった．梯はしっ
かりしてみて中々よv・が反射鏡であるから接眼部の位置が高く梯の上に立っ
てるる事が多いので，爲眞撮影の揚合には時々足元がふらふら一する．
　（b）ベース　此の器械はロンドンのE．RHollands會肚の製作にかNるも
のであるが，花山の46cmカルバけこしろ，又その他の輸入器械にしろ二二
製のものには多く方位の調節装置のないものがあるらしい・元のべ1スには
細工困難のため枕の：方に少し移動する様なボルトの座を取付けべ1スに締付
け，北の枕につけたボルトで押して方位を加減する様にした。枕もべ1スも
全膿北へ傾斜してみるのでべ1スが枕の上を滑り落ちる傾向があり四本のボ
ルFが卒等に敷かなV・憾みがある．極軸の高度は四本のボルトで調節するの
であるが春までは三本しかなく潮齢錆附v・てるた．而かも一度近くも上を向
いたまN据ってみた．この上東へ二度近くつれてみたから無理にガイドして
も硯野の廻縛した爲眞しか撮れなかった筈である．
（c）赤纒叢置　うっかりしてみて一ケ月許りしてやっと氣付v・た所だが，ク
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ランプして徴動装置を動かすと敷く事は敏くが，量圖らんやクランプした所
がづり動いてみるのである，これより他に動く所はなV・のである．思ふに英
國では微動装置を用みて硯野に入れ，入ればクランプしてその後は微動装置
を使はなかったのであらう．方位調節装置のない貼と言ひ。眼覗観測乃至槻
望にはそれで充分であったのであらう。だから新に微動装置を作らねばなら
なくなった．クランプの方は今迄は極圏内のロッドそれ自身の重さだけで敏
いてるたので，今度はそれを挺の仕掛で張く押付ける檬にし完全となった．
微動装置はブラツシヤ1その他の如く極軸の上の部分に取付けると運轄時計
にまで手を加へねばならす
大分面倒になるので花山の
グラブ42糎シ1ロスタ】ト
の第一鏡の微動装置に範を
探りデイフアレンシヤル・
ギヤア及エンドレスコ1ド
を以ってした．最初より解
ってみる通り極軸の大部に
あるウオム・ギヤアの所か
ら輪になった綱を接眼部手
持・つて來るのが不便な貼で
ある・澤山動かす揚合には
雨手を必要とし面倒である
が，極く小量の時には寒く
動きさしたる不便もない・
ウオムギアによる週期震動
は少しある．花山のクック
の二倍位なものであらう
　　　　　　　　　　　　　　黒いカメラは10cm人像玉・白いカメラは6cm
　　　　　　　　　　　　　　ッアィス・ペツバル．ビラiを這ってみる紐は
　　　　　　　　　　　　　　　　　赤経微動のエンドレス．コ1ド
か，短焦貼のカメラの案内には差支へない．サ1クルの歯の敬は普通の360
である．
　（d）赤緯装置此の装置もある事はあるが重くて使へす實際倉敷に到着して
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からも一度も使用されなかったらしV・・これの方は赤緯軸に少し細工し・ク
ランプするバンドを挾み・それにウォームを噛ます普通の方法にて負軍にで
き　？z．これは接眼部にてクランプ，微動共に使へ，他の器械におけると同様
旨く働く・爾目盛環は副具を用みて赤経で時間の五秒・赤緯で角度の30秒ま
で護みとれる又以前は子午線を通る時赤緯軸が一：方より他方ヘゴトンとす
れたが，それも改つた．但し動かす攻合固くなった事は仕方がない．バンド
を挾んだため赤緯軸が筒の方へ20糎つれたのとカメラを二個筒に取付けたの
とで23〕駈の釣合の重りをi新調した・結局筒の反歯側に略140竜の重が附いて
みて，それも軸より少しはみ出してみる位である・
　（e）蓮韓時計連々攣ったものであって，ガバナP一は水翻の軸の廻ioを同強
し，更にもう一つ振子が付いてみて調節する様になってみるが，後者は必要
があれば使ふつもりである．重りを捲上げると時計が止まる薩式のもので又
時計の運傳停止の特別の装置はなくガバナe－b一で代用してみる次第である．ウ
ォムへ傳はる所では非常に力が落ちてみるが，その爲二米要心の所を重りの
落ちるのに三時聞は充分掛る．勢ひ重りを重ねて馬力を増さねばならぬでの
あるが，今迄もよく重りの鋼が切れたらしいので今度は大さを一分より一分
五厘のものに代へた．併し重りは以前よりまだ重くしてない．又水に重り浸
らぬ様に途中に板を置いたがこれでも三時闇以上もつ．馬力が弱いのでウオ
ムの固定が充分にできない．此の所の起呼のネヂの出入が微妙な骨の要する
所である．又ウオムとサ1クルの噛合せも抑附けるバネの装置がないため，
時計の馬力の小さいため深く噛合されないのも…原因であるが，不充分でガ
タガタする．ウォムの固定が充分できぬ爲か案内してみると急に少し器械が
星におくれる事がある．相討に音を立てる装置がなきため一粁絵りの所を通
る山陽線の列車の音で時計の響が清され困る時がある．時計の歩度は廣範園
にわたって攣へられ相當鋭敏である．
㈹接眼部　筒全膿腫起せす接眼部だけが案内望遠鏡と共に動く檬になって
みるが，その廻嬉装置は甚だ滑かに動く．但し廻榑と共に筆軸の少し攣るの
は致し方なV・t案内望遠鏡は五糎の口径であるが，倍率相當あるらしく，玉
野は三度に足りない．斜鏡が治り筒ロすぎるため燈火よけの40糎程の長さの
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トタンの筒を先へ取附ける．接眼鏡は小生詳しく調べて見ないが澤山あるの
に驚く．十六個もあって四十倍から六百倍までとかであるが，何れも奮式の
ものらしい．接眼部に取薫る取枠が二つあって，一つは反射鏡の直接焦鮎用
のもので月が二糎皇位に篇る．一つはバ1ロ1・レンズを用ゐ四倍に横大し
星の撮影用のものである，
　（g）當天文憂にあるカメラとしては口径十三の人像玉（ドイツ製）がある・
須磨の乱獲氏が中村氏の手によって得られたもので1932年秋當墓へ來たもの
でそのまX絵り使はれなかったらしい．その能力については目下槍査中．
　その他主として槻望診の器械ではあるが，十糎反射手動赤道儀，7糎ワト
ソン屈折経緯儀，三糎西村製作所製屈折がある・反射鏡は岡山の坂本塞四郎
老の設計製作によるもので此の一月頃に出來上ったものである・三糎屈折は
連々よく出來て居て倍率六倍，覗野五度といふ小型ながら愛用すべきもので
ある．
　以上で参考になる事を一通ウ書いたつもりである．申出た種々の無理な事
を杢下々現して下された原名轡墓和事に中藤釜之響町に再び感謝する次第で
ある．　（1935・10月30日記）
　　　　　　　　　　口寄融融紹介口　（＝月號）
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